




































































































































































平成２０年度実績評価書要旨

政策体系上の位置付け

地域社会のセーフティネット機能を強化し、
地域の要援護者の福祉の向上を図ること

評価実施時期：平成２０年８月
担当部局名：社会・援護局地域福祉課
                 社会・援護局福祉基盤課

基本目標Ⅶ
　利用者の視点に立った質の高い福祉サービス
の提供等を図ること
施策目標２
　地域社会のセーフティネット機能を強化し、
地域の要援護者の福祉の向上を図ること（Ⅶ－２－１）

施策名

施策の概要
地域社会のセーフティネット機能を強化し、地域の要援護者の福祉の向上に資することを目的
として、地域福祉等推進特別支援事業等の要援護者の自立に向けた事業を実施する。

【評価結果の概要】

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

（現状分析（施策の必要性））
　　地域社会の支えを必要とする要援護者の自立・就労を支援するため、福祉サービスの利用援助や苦
情解決、住民が相互に支え合う地域づくりの支援等により、地域社会におけるセーフティネット機能を整
備することが期待されている。
　しかしながら、少子高齢化の進行や地域の連帯感の希薄化の問題、高齢者や障害者等の電球交換と
いった軽微な生活課題など既存の制度のみでは充足できない問題や制度の狭間にある問題など多くの
課題があり、地域における支え合いの強化が求められている。

（有効性）
　　ホームレス総合相談推進事業等を通してホームレス自立支援センターに入所した者のうち、平成１９
年度中に退所した者の約６０％が、就労または福祉等の措置により自立を果たしていることから、その事
業に有効性があると認められる。
また、地域福祉計画の策定率は平成１５年度の１０．４％から平成１９年度の３８．４％へ、日常生活自立支
援事業の利用契約者数は平成１５年度の６，２５２人から平成１８年度の７，６２６人へ増加しており、地域の
要援護者に対する支援の推進に有効性があると認められる。

（効率性）
　　ホームレス総合相談推進事業等によりホームレス個々の状況に応じて、効率的に自立が図られてい
る。
また、地域福祉推進の一環として、日常生活自立支援事業や地域福祉等推進特別支援事業等をメ
ニュー事業として実施しており、地域の実情に応じた事業の実施を図っている。

（総合的な評価）
　　ホームレス自立支援センターを利用し、就労及び福祉の措置により退所した者の数が増加しており、
着実に事業が行われていると評価できる。
また、「ふれあい・いきいきサロン」の設置数についても、平成１８年度以降は調査を実施していないが、平
成１５年度と比較すると増加傾向にある等、地域福祉の推進に向けて着実に事業が展開されていると評
価できる。
苦情受付件数に占める解決件数の割合についても、、平成１６年度以降９５％以上と目標を達成してお
り、福祉サービス利用者からの苦情解決に向けて適切に努めていると評価できる。

（評価結果の分類）

ⅰ 施策目標の終了・廃止を検討（該当する場合に○）
ⅱ 施策目標を継続（該当する場合に次のいずれか１つに○）
（イ）施策全体として予算規模の縮小等の見直しを検討

（ロ）見直しを行わず引き続き実施
（ハ）施策全体として予算の新規要求、拡充要求等の見直しを検討

ⅲ 機構・定員要求を検討（該当する場合に○）
（理由）

個別目標１については、ホームレス数が減少していることから、現行のホームレス事
業が有効に機能していることが評価できるため、引き続き施策目標として継続、実施す

る。
個別目標２については、地域の要援護者に対する支援の促進が着実に行われていると

評価できるため、引き続き施策目標として継続、実施する。

個別目標３については、運営適正化委員会における苦情受付件数に占める解決件数の

割合が平成１６年度以降９５％以上を示し施策目標を達成しており、現行の苦情解決事
業が有効に機能していると評価できるため、引き続き施策目標として継続、実施する。

なお、セーフティネット支援対策等事業費補助金において、日常生活自立支援事業、
地域福祉等推進特別支援事業等の事業を実施し、地域福祉の推進を支援してきたところ

であるが、平成２０年度においては、地域福祉活性化事業等の新規事業を実施するとと
もに、既存の事業についても見直し、充実等を行っているところである。また、平成２
０年３月に「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」の報告書が取りまとめられ

たところであり、本報告書を踏まえ、今後、よりいっそうの地域福祉の推進を図ること
としている。
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【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

記載事項（抜粋）
関 係 す る 施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

なし

施政方針演説等

施策目標に係る指標

（達成水準／達成時期）

※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

3,322 3,588 3,546 3,734 3,796１ ホームレス自立支援センター退所

【－】 【－】 【－】 【－】 【－】者のうち、就労及び福祉等の措置

（ ）により退所した者の数 単位：人

（－）

－ －２ ふれあい・いきいきサロンの設置 －26,729 39,496
％ 【－】数（単位：か所） 【 】136.0

（前年度以上／毎年度）

94.9 95.7 95.0 96.7 95.1３ 苦情受付件数に占める解決件数の

【 】【 】【 】【 】【 】割合（単位：％） 99.9 100.7 100.0 101.8 100.1％ ％ ％ ％ ％

（９５％以上／毎年度）
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